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観て 聴いて 伝え合う 

ときおりコロナへの感染防止に傾注していた頃のことを思い出しながらも、従来通りの空気感の中で

教育活動を終えることのできた一学期でした。学校の今学期を振り返っても、できるようになったこと

がたくさんありました。全校揃って行うことができた入学式や対面式。お弁当持って出かけることので

きた遠足。一緒にできる活動が増えるほどお互いの頑張りや活躍を間近に触れることができます。また

運動会では種目を復活できたり競技方法をもとにもどすこともでき、ご来場いただく人数の制限もなく

なりましたので、大勢の方にご覧いただき、子どもたちが頑張る姿にご声援を頂くことができました。 

子どもたち一人ひとりに目を向けてもできるようになったことや新しいことに対する気づきはいろ

いろあったと感じています。その頑張りや目を見張る変容は、授業に向かう姿勢や行事への取り組みの

中ではもちろん、日常の何気ない場面でもたくさん見ることができました。たとえば、登校時に小脇に

抱えた長編空想物語の頁にはさまれた栞紐が日毎に進んでいく様子だったり、水ができたことや宇宙の

できた謎、はたまた人の存在について思いを巡らしていたり、見かける度に一輪車の乗りこなしが上達

していく姿だったり、クローバーの茂みから四葉を見つけだしたり、聴いたばかりの曲を暗譜で弾いて

聴かせてくれたり、心に届く五七五を詠んでみせてくれたり・・・そんな、いろんな場面で驚き、感心

します。たまたま通りかかったりしたときに見かけたことですので、きっともっともっといろんなとこ

ろで日常的に頑張る姿や目を見張る変容の場面があったことと思います。そして、うまく伝えられてい

るかどうかはわかりませんけれど、目の前で観せてくれたり、教えてくれたりしたことに対し、心動か

されたということを、「ありがとう」を込めて言葉で子どもたちに伝えなきゃと思っています。 

百聞は一見に如かずとはよく言ったもので、実際の活動の様子を見させていただくことは、活字など

の説明からだけでは得られないたくさんの事柄を知り、感じることができます。今年から保育園や中学

校の運動会、体育祭も参観させていただくことができるようになりました。中学校に入学して３か月あ

まり過ぎた卒業生たちが、２，３年生の上級生とともにグラウンドを駆け、跳び、そして舞う姿。すっ

かりと新しい場所に馴染んでいる様子は見ているとその成長ぶりをとても嬉しく感じます。また、いつ

か小学校に入学してきてくれる園児たちが、元気に体操し、大きく元気な声で自分の名前を言ってスタ

ートラインに着き、ゴール目指して駆け抜ける姿からは、微笑ましさと一緒にたくさんの元気をもらい

ました。 

観て、聴いて、伝えあうと言えば、今年度は、保小中の職員が研修を深めるための連携委員会や授業

（保育）参観も再開する方向で動き出しています。保育園、小、中学校で中春別学校区の子どもたちの

１２年間を見守り育てていくためには、子どもたちの今を知り、共有すること。そのために、より一層

お互いの活動を観
み

聴
き

きする機会を増やしていくことが大切なのだと感じています。 

週末には大暑を迎え、いよいよ夏本番。グングン背を伸ばす円形花壇の向日葵。この夏休み、子ども

たちも心身ともにグンと大きくなって、みんな元気に二学期を迎えられる事を楽しみにしています。  

暑い日がしばらく続きそうです。どうぞお体にご留意いただければと存じます。  

  




